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論 文 内 容 の 要 旨

W ister 系白鼠の非妊時の静止期並びに発情期の両群, また妊娠時の前期 ･後期の両群に対して脂肪乳

剤体重 100g 当り1m l (0.2g) を連続10日間腹腔内に注入したところ次のごとき結果を得た｡

1･ 非妊時の静止瓢 発情期の両群および妊娠時の前期 ･後期両群において, 下垂体, 卵巣の重量につ

いては著変を認めなかった｡

21 血清脂質の総コレステロ- ル含量は非妊時静止期, 発情期の両群ともに減少したが妊娠各期ではほ

とんど変化せず, 総脂酸並びに燐脂質含量については妊 ･非妊の各群ともほとんど変化はなかった｡

3･ 卵巣内総コレステロールは非妊各群ともに増加したが, 妊娠前期 ･後期ともに著変な く総脂酸並び

に燐脂質含量は妊 ･非妊ともに有意の変化はなかった｡

4･ 下垂体 G onadotropic P otency は妊, 非妊群とも増量したが, 非妊各群, 特に発情期群において

ほ著明であった｡

5･ 下垂体におけるβ細胞数の増加並びに胞体内顧粗の脱顕粒化は, 非妊時特に発情期群で著明であっ

た｡ これらの変化は妊娠群では前期, 後期を通 じてほとんど認められなかった｡

6･ 卵巣では Sudan Ⅱ 好性額粒の粗大化と増量が妊娠各期に比して非妊各群では明らかであったが,

発育卵胞並びに黄体の態度, 閉鎖卵胞や変性卵胞等については, 妊 ･非妊各群を通じて特に著変を認めな

かった｡

7. 非妊群では脂質投与開始の時期に関係な く腰上皮細胞において発情周期は不規則となったが, 発情

停止はほとんど生じなかった｡ 腔上皮グリコゲン含量は腰上皮細胞の角化の程度とほぼ平行した態度を示

した｡ 妊娠群では有意の変化はなかった｡

以上の所見よりみて非妊時に脂質を投与した場合の下垂体前葉卵巣系機能をみると, 前葉ゴナ ドトロピ

ン産生能, 分泌能ともに克進し, しかもこれに対する卵巣の反応は正常性周期 in situ における相関とは

大いに異なり, 脂質投与が下垂体前葉より放出されるゴナ ドトロピンの質的面或いはこれに対する卵巣の
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反応面に, ステロイ ド合成源保有の増大という興味ある生物学的効果を与えるものと推察する｡

一方, 妊娠時は前期においても後期においても, 非妊各期にみられるような脂賀投与の影響はみられな

かった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

脂質とくに必須脂酸が個体の下垂体卵巣系機能におよぽす影響を実験的に追及したものである｡ 妊 ･非

妊の成熟ウイスタ- 系白鼠に一定の条件下一定量の脂肪乳剤を連続10日間腹腔内に注入したと ころ下 垂

体, 卵巣の重量に著変を認めず, 非妊時では血清総コレステロールは減少, 卵巣内のそれは増加したが,

妊娠時では著変を認めなかった｡

総脂酸, 燐脂質含量については, 妊 ･非妊問に著差はなかった｡ 下垂体 G onadotropic Potency, β細

胞数の増加, 胞体内顧粒の脱顧粒化 卵巣における Sudan Ⅱ 好性願粒の粗大化とその増量等はいずれ

も非妊時において著明であり, かつ, 脂質投与による発情周期停止のどときはみられなかった｡

以上のことが妊娠時では著明に認められなかったことにより非妊時にみられる脂質投与のステロイ ド合

成源保有の増大のごとき生物学的効果は妊娠時では必ずしも発揮されていないものと推諭 し, この面に妊

娠時の特異性があるものと結論した｡

以上本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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